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研究の歩み	
 

	
 1975年（S50）、農林省に採用され、食品総合研究所食品工学部流通工学研究室に配属された。その研究室で最初に

手がけた研究は、農産物の低温流通による鮮度・品質保持に関する研究である。当時、北海道で生産量が拡大してい

たスウィートコーンやグリーンアスパラを大消費地の東京へ運ぶための低温流通技術の確立が緊急の課題であった。

真空予冷及び冷凍トラックを用いた低温輸送による実際の輸送実験を行った。 

	
 ほぼ同時期に、適正緩衝包装に関する研究を合わせて行った。青果物は、輸送中の振動・衝撃から保護するため、

多かれ少なかれ何らかの緩衝包装が施されている。例えば、鳥取県の二十世紀ナシは複両面段ボール箱にポリスチレ

ン製のパックに入れられた状態で３段に詰められている。この緩衝包装が適正であるかどうかを確認するには、それ

まで実際に輸送する実輸送実験しかなかった。労力と経費がかさむことから、実際の輸送条件を室内で再現する輸送

シミュレーション技術の開発に挑戦した。実際の輸送で農産物に発生する輸送損傷を金属疲労の原理を応用し、定量

化に成功した。実際の輸送で農産物に発生する損傷度と同じ損傷度を発生させる振動条件を室内で再現する輸送シミ

ュレーション技術を確立した。この技術開発が私の博士論文の骨子となっている。諸先輩方の推薦により、日本食品

工業学会奨励賞（1990年）及び科学技術長官賞を受賞する栄誉に浴することができた。 

	
 1987年（S62）、非破壊評価研究室長に就任して以来、研究内容はこれまでの鮮度・品質保持及び緩衝包装に関する

研究から近赤外分光法を中心とした非破壊品質評価に関する研究に変わった。非破壊品質評価に関する研究で最初に

手がけたのが近赤外分光法による果実糖度の非破壊計測に関する研究であった。モモ果実の近赤外スペクトルから果

実内部の糖度を推定する方法の開発であった。試行錯誤の結果、「インタラクタンス法」と言う方法で丸のままの果実

のスペクトルを測定し、そのスペクトルから果実糖度を推定する検量モデルの開発に成功した。その後開発した温州

ミカン用の「透過法」も含め、果実の非破壊糖度測定に関する研究では世界的に参照される研究となっている。その

後、色々な青果物・食品を対象とした近赤外分光法の応用に関する研究を行った。 

	
 2011年（H23）4月、縁があり鹿児島大学農学部教授に着任してからも、近赤外分光法の農産物への応用に関する

研究を継続することができた。県庁からの依頼により、安納イモの糖度の迅速測定に関する研究を行う機会を得た。

現在もその研究を継続中である。 

	
 2016年 3月で定年退職を迎えるが、その後も近赤外分光法の技術普及に何らかの形でお手伝いができればと願って

いる次第である。 
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